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国立国語研究所資料集5

を三糸竈言吾舌辛＝典

大蔵省印刷局



刊行のことば

　ζの辞典は，沖縄の首里地方の語を集めたものである。沖縄のことば

は，いうまでもなく，H本語に属するものであって，日本語の一方言と

見るべきものである。沖縄のことばについては，すでに各種の研究があ

り，語を集めたものとしては，八重山地方に関する入重山語彙（宮良当

駅氏）などすぐれたものがある。本辞典で取り上げた首里地方のことば

は，沖縄ことばの標準と仰がれて来た言語であるばかりでなく，文献と

して残っている沖縄ことばと深い繋がりを持…つものである。

　国立国語研究所がこの「沖縄語辞典」の編集を討画したのは，研究所

：創設当初であった。その当時，研究所には，外部の人に調査研究を委託

する委託研究費があり，評議員の柳田国男氏から，島袋盛敏氏の首里語

：研究を推薦された。こうして，島袋氏の手によって辞典の稿本が作られ

．たが，研究所では，さらに地方言語研究室でこれを蘭語学的に検討する

，こととし，全面的に書き改めて，解説・索引等を加えた。

　本辞典は，実際に首里語を使用した人が内省によって記述したものを

，基とし，それに研究者が客観的な学問的考察を加えたものである◎使用

・者と研究者との協力によって作られた辞典というところに大きな特色が

あると思う。

　なお，この研究を行なう間に，首里出身者として，島袋盛敏氏のほか

・に，その夫人，ならびに比嘉春潮琉などに一協力していただいた。また，

当研究所の評議員の東大教授服部四郎博士に，言語学上の摺餌を仰い

充。ここに心からのお礼を申し述べたい。ただ，この辞典が成立するも
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とを露かれた纏田国男氏の生前にこの辞典を完成できなかったことは，

まことに心残りである。

　本書の編集に関して，この十年絶えず尽力し七来たのは第一研究部

の地方言語研究室であり，中でも上村幸雄が主たる担当者として力を傾

けたことを記しておく。

　昭和38年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　潔立国語研究所長岩淵悦太躯
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編集経過の概要

　この辞典は，初め禺袋盛敏浅が収集した資料をもとにしている。

　本書の標題で沖縄語と呼んだものは，琉球方雷の中心的位置にある首里方言（琉球

：方言の中の沖縄南部方言に属する）をさす。

1　轟袋盛敏氏の資料収集と研究

　島袋盛敏氏は，首藥繊身の琉球研究家で，特に琉球文学，琉球芸能の研究が専門

である。氏は1890年に首里の西之平等久場川に生まれ，幼少年時代を同じく首里の

南風之平等当蔵で過ごし，青年時代の初めは，同じく南風之平等大中で過ごした。

両親とも首墾出身の生粋の首里人である。首里の沖縄舗範学校を卒業後，沖縄本島．

の国頭，中頭，那覇などで小学校教員を勤め，中等教員の資格を取得したのち1931

年東京に居を移し，成城学園女学校で漢文を教えるかたわら，郷土琉球の文学。芸

能を研究した。1952年に成城豪園を退職したのちは，琉球文学，琉球芸能の研究に

専念し，親在なお，横浜で研究を続けている。著書には「遣老潮干」（1935），「琉斑

の罠謡と舞踊」（琉球芸能全集の勾1956）その他がある。

　践は，故柳田麗男，故伊波普猷，また，琉球史家の比嘉春潮氏らの勧めもあっ

て，自身の言語である首里暴露の辞典を編集することを思いたち，たまたま1947

隼に文部雀の科学研究費（共同研究古鐘「日本民族に近接せる諸民族の言語及び文化

等の研究」，代表者島村孝三郎ジ島袋氏撞当題霞「琉球首里語」）を受けたのを機に，

その仕事にとりかかった。

　首里方言は琉球方言の標準語ともいえる位置にあった方言で，国語学・方言学そ

の他の観点から見てきわめて価値のある方言であるが，その本：格的な辞典というも

のはこれまでにまったくなかった。氏は自身の語彙をはじめ，夫人とし氏（1892年

生まれ，首里出身）の語彙，当時まだ健在であった夫人の母堂国頭ツル氏（1863年～

1947隼）そのほかの人びとの語彙を収集した。首里方醤は，廃藩による身分制の撤

廃，普通教育による標準語の普及，近隣の那覇市の発展，第二次大戦による戦禍な

どの著しい裡会変動のため，明治の中ごろまでの比較的純粋な形は今日ではほとん
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ど聞くことができないと言われる。したがって，もし島袋氏の仕事がなかったなら

ば，明治以降の大きな変動を受ける以前の善里方言の語彙のかなりの部分がおそら

く永久に記録されなしlまま失なわれたであろう。また，氏が当時の教養ある階級で

ある首里の士族の家庭に生まれ，育ったこと，氏の育った家庭が廃藩当時の社会改

革に際して首里小面を支持する保守派に嘱したため，氏が進歩派士族や平民の揚合

よりもいっそう首里の旧来の習俗に親しみつつ育ったこと，氏が1931年以後東京

に移り臨んだためにかえって近年の首里方言の変化をこうむらずにすんだこと，両

親，夫人とも首里出身であったことなどは，氏の首里方言の純粋さを保つ上で有利

であったといえよ5。

　たまたま国立口語研究所が1948隼に創設された際，評議員の柳田国男が研究所

の委託研究の対象として島袋氏の研究を推薦し，概究所は，昭和23年度・24年度

の爾年度にわたって羅袋盛敏氏に研究を委託した。島袋氏は，昭和25年度には研

究所に非常勤職員として勤務して，昭和26隼（1951年）3月に見出し語1万2千以

上，原稿用紙（400字）で1856枚に及ぶ稿本を完成した。

2　国立国語研究所が行なった珊究と作粟

　繊国翻究所地方言語研究劉ま昭和28年度（1953年）にごρ聯こに国語学上の

検討と補正を加え始め，以後，昭勲37隼（1962年）秋までに，氏の稿本を新しく出

、版のための原稿の形に書き改めるとともに，およそ次の研究と作業とを行なった。

（工）　首里方言の音声。アクセントの観察と，表記の音韻表詑化，配列順の変更

　　島袋氏の稿本の首里方書は，氏自身が工夫した片仮名式表記法（48～49ページ

　および93～98ページ参照）によって書かれ，また，アグセン‘トは記入されていな

　かった。そこで，表記を音韻表寵に改め，かつ見出し語にアクーiントを記入する

　ために，首里方言の音声とアクセントの観察と，その音翠表記確立のための研究

　　どを行なった。この観察と研究は，当時国立国語研究所評議員で昂った服部四郊

　東大教授の指導と協力を得て行なった。小調論考は，主として島袋氏および比蝿

　春潮氏であったが，そのほか東京に在住の故堀江朝助（1881年生まれ，IH貴族。

　　もと貴族院議員），譜久山朝憲（1932年生まれ，旧貴族），仲田秋一（1931年生ま

　れ，IN士族）の厳氏の発音も観察した。三珪とも両親？本人と、も首塁生まれ，首

、　里育ちであり，あとの二面の発音の観察は，・若い世代の発音を知るた顔に行なつ
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　たものである。

　　比慕春潮氏は1883年首里士族の家庭に生まれた。両親とも首里出身であるが，

　門口（首里の真和志之平等山月1生まれ）が首里近郊の西原で役職にあったために，

　宙身は17歳まで西原で育った。1906年に首里の沖縄廉範学校を卒業してから，

　二三その他で小学校教員，狡長などを勤め，1933年以後は東京で出版業その他に

　従事するかたわら，琉球の歴史の観究に没頭した。1961年4月以来ハワイ大学東

　西センターに客員教授として招かれ，現在（1962年）もホノルルで三三中である。

　著書「沖縄の歴史」（1959）のほか，論文多数がある。

　　氏からは，音声・アクセントの観察ばかりでなく，島袋氏の健康上の理由によ

　り，以下述べる（2），（3），（5），（6）の仕事についても被調査者として協力を

　いただいた。氏は氏自身の研究の時間をさいて被調査者としてたびたび鷹立国語

　概究所や東大言語学研究室に出向き，また数十圏に及ぶ国立羅語研究所員の訪問

　を受けた。氏が西原で育った点で，首里方書の被調査者としての条件は完全とい

　いにくいが，氏の首里方言は，島袋氏のそれときわめて多くの点で一致するもので

　あった。また，島袋氏は夫人の母堂その他女性の語彙も収集したため，島袋氏の

　稿本には女性の使っていた語がよく集められているが，これに対し三三氏は，島

　袋氏より7歳隼長でもあり，また尊父と暮らした期間が旧かったためか，士族男

　性の使5語をよく記憶されていた轟でも好都合であった。いつも客観的な態度で

自身の醤語を内省し・主観的な解釈をまじえた報告をしない点で・氏はわれわれ

　にとって苫里方轡のこの上ない被調査考であった。

　　以上の調査に基づいて，島袋氏の稿本の見出し語と例文のすべてを音韻表記に

　改め，また，見出し語のすべてにアクセント認号を付した。そしてその結果をい

　ちいちの見出し語について一部は農袋氏について，他は比嘉氏について誤りがな

　いかどうか確かめた。

　　また，島袋氏の稿本では，見出し語が片仮名表記によって五十音順に配列され

　ていたが，書き改めた原稿では，U一マ字による音韻表謁としたので，当然見繊

　し語はアルファベット順の特写となった。

（2）意味の説明の精密化と用例の補充，鋤詞の活用の種類の記入

　　島袋氏の稿本には・首里の習僻●芸能などに署する説明が豊町に入丸ら、れてい

　たが，一方説明が簡単に過ぎる項農や，記述が意味の説明なのか，頬応語なのか，
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　または首里方言の漢字表詑なのかがはっきりしない項Hもかなり見いだされた。

　これらについては，はじめ島袋氏に，のちに比嘉氏に一つ一つ尋ねて疑問を解

　き，競漕を書き改めた。また，これらについてはできるだけ用例を加えてヅその

語の用法がわかるようにした。一一方，見畠し語の意昧や用法に関係めない長い説

　明は，縮めたり，割愛したり，他の適当な見出し語のところに移したりした。

　　このような疑問項目の処理や絹例の補充のために，鶴袋氏および比嘉氏と会見

　を璽ねることが数十回（おそらく百睡以上）に及んだが，その時間の5ちに質問し

　て処理し得た項貝の数は限られたものであり，鳥見幽し語に及ぶことはできな

かった。したがって，不本意ながら，すべての見出し語に用例を付けることはで

　きなかったし，また，意味の説明も，単に標準語の類義語・同義語を，もとの稿

　塞のままいくつかあげるにとどまった項目が相当数残った。

　　また，島袋氏の稿本では，動詞の見出し語に血合の認入がなかったが，あらた

　に，比嘉氏についてすべての勤詞の見出し語についてその活用の種類を調査し，

　これを見出し語ごとに記入した。

（3）　見出し語の整理と補充

　　まず，見出し語としてあげるものの規準を一定にした。すなわち，畠袋氏の稿

　本で，同一と思われる語で諮義の異なるごとに瑚の見娼し語となっていたもの，

　熟語（イディオム）を作るごとに溺の見出し語となっていたものは，それぞれ一つ

　の見出し語にまとめた。一方，複合語で，見鳩し語としてあげてないが用例とし

　てあげてあるものは，あらたに見出し語として出した。また，少数の複合語の成

　分として用いられるが単語ではないものが単語として見出し語となっていた揚合

　は，見出し語から除き，その複合語を見畠し語とした。また，多くの複合語に含

　まれている接頭辞や接尾辞などで見出し語にないものは，（接頭），（接尾）などの

　注記を付けて見出し語に出した。そして島袋浅の潮汁にあった見出し語が単語

　（複合語を含む）であるか，接頭的な，または接尾的な成分であるか，あるいは二二

　単語以上からなるイディオムであるかを調べ，その区別を明らかにした。

　　つぎに，島袋氏の稿本では，一部の見出し語を除き，組踊り・琉歌などに用い

　られる文語，巳常用いられる口語，明治以降の新語，ほとんど用いられなくなつ

　た古語などの区劉に関する注詑がなかったが，できるかぎりこのような注記を施

　すようにした。
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　また，（2）に述べた疑問項目の処理などの調査を比嘉氏について行なった過程

で，島袋氏の稿本に収録されていない単語をかなり見いだしたので，それら屯必

要と思われる屯のは見出し語に加えることとした。その結果，見出し語の数は

　2～3千程度増加したものと愚われる。どのようなものを見出し語として加えた

かは大体次の規準による。

（i）　島袋民，比慕氏の幼年時代から青年時代にかけて首里で使われていたと思

　われる単語はできるだけ収録する。当時，一部の老人しか使わないなど，まれ

　にしか聞かれなくなっていたと思われる単語も，島袋氏または比嘉氏の記憶に

　　あるものは収録する。　　　　　　　　　　　　　・

（ii）　口語では用いられないが，組踊り・琉歌などで用いられ，当時の人々が

　知っていたと思われる単語は，島袋氏の稿本にもすでに相当数含まれているの

　　で，例文の中などで用いられているものは収録する。

（iii）　明治以降，現代までに標準語からの懲用によって生じたことが明らかな嚢

　語は，収録すると際限がないし，島袋氏の稿本にもないので，収録しない。標

　準語の大部分の単語は，新語としてなら首里方言の会話の中に混入させて使う

　　ことができるからである。ただし，明治または大正時代に一時的に新造され，

　　あるいは借用された新語で，その後は用いられなくなった単語は，文化史的に

　　も興味があるので，収録する。たとえば，ciNcoo⑪（県庁）とか，島袋氏の稿

　　本にもあった？agihwiigurumaa①（陸の火車の意。おか蒸気。汽車のこと），

　kaagaaudui⑪（影踊りの意。映画のこと）などのよ5な藷は収録するが，これ

　　に対し，kiNcoo（県庁），　kisja（汽車），，eiga（映画）などのような語は収録し

　　ない。

　　　また，明治以降標準語から借用された新語であるか，在来から首里方晋で用

　　いられていた語であるかが，島袋氏，比嘉氏の記憶によっても不確かなものは，

　　収録する。

　（iv）　地名は島袋氏の稿本にほとんどなかったが，付録の地名要覧を参照すると

　　い5形式で，その主要なものを取文にも首里方書の発音に従って収録する。

（4）　標準語引き索引の作成

　　辞典（副文篇）の利用価値を大きくするために，標準語引きによる索引（索引篇）

　を作成した。索引は五十音順による小項目式にした。大項巨式や意味分類式で
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　は，索引にまた索引をつ爾る必要があり，玄た塞文の原稿からそれを作るのには

　困難が伴ったからである。

〈5）解説篇の執筆

　　琉球方誓の概観，首里方言の輪郭，首里方醤の音韻と表記法，首里方言の文法

　について，解説を紙たに作って解説傭とし，塞文編利用のための参考1と供した。

　ただし，文法については当初もっと全穀的な解説にする予定であっだが，そのた

　めの詳しい調査をする時間がなかったため，活用する語（動詞・形容詞・連詞）に

　ついての解説に，とどめた。また，いわゆる「助詞」については，当初，見出し語か

　ら除いて，ほかに用例集を付ける予定で調査をあとに延ばしていたが，それを果

　たさなかったため，簡単な説明のみで塞文編の中で扱う結果となった。

く6）　地名一覧（付録）の作成

　　琉球刻農の地名は漢字で書かれると読みにくいものが非常に多く，また最近ls．

　標準語式の読みかたに変わりつつあって，元来の発音が失iなわれつつある。そこ

　で，沖縄本島の地名を中心とし，他の島々，本土，外国までも含めた，首里方言

　による地名一覧を作成し，付録とした。そして，首里方言の発音（姥慕氏による）

　と漢字の標準語読みとの両方から検索できるよ5にし，ほかに地図数枚を作成し

　て添えた。

　　なお，以上の研究と作業のうち，（2）と（3）については，国立目語研究所年報

　8（昭和31隼度）にも述べた。そこには島袋氏の稿本と書き改めた原稿とを対比

　した例を示してある（ただし，そこにあげた書き敗めた旧稿の例の中には，その

　後さらに修正した箇所がある）。

3　協力者と撞当者

（1）島袋盛敏

　　前述のとおり本文篇に当たるもとの資料を集め，国立国語研究所の委託概究

　（昭和23・24年度）として，また，磁立国語研究所の非常勤職員（1951年1月か

　ら3月まで）として，本文篇のもとの稿本を完成した。

　　以後，国立国語研究所の研究の5ちの，葡述の（1）の大部分と，（2）と（3）の

　一回分について，研究齎の求めに応じて被調査者となった。崖版の運びになって

　からは，本文篇の校正刷りを通読して，研究所が行なった研究と作業の間に生じ
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　た記述の誤りを直し，比嘉氏について調べたことと島袋氏自身の言語と相違する

　点について指摘した。

〈2）　比嘉春潮

　　島袋氏および国立鼠語研究所の求めに応じて，鶴袋氏の稿本を通読し，稿本に

　加筆を行ない，また，研究所に鴛し，加筆または修正すべき箇厭について意見を

　述べた。また，園立国語研究所の求めに応じて，研究所の行なった前述の研究の

　5ち，（1）の一部分，（2），（3），（5）の大部分，（6）の全部について被調査者

　となった。

〈3）他の首里出身者

　　故伊江朝助，譜久山朝憲，仲田秋一の三三は国立国語二三所の前述の研究の

　（1）の一一小部分について，見里朝慶氏は（5）の謂査iの一小部分について，研究所

　の求めに応じて被調査者となった。

〈4）　服部四郎

　　三953年春から数か月の閲，東京大学文学部言語学研究室において島袋氏，比

　嘉氏の音声とアクセントの観察を行ない，首里方言の音素・アクセントの体系を

　明らかにして，研究所の行なった前述の（1）の研究を指導した。また，前述の

　（2）以下の仕事についても研究FXに回し，方法上の助書を行なった。

〈5）　国立国語研究所地方雷二三究室の室員

　　前述の本文篇を原稿に書き改めること，および，（1）から（6）までの研究と作

　業は，第6研究室（のちの第一二二部地方言語研究霊）が行なった。塞員上村幸雄

　が担当したが，ほかに，次の者が主として次のように協力した。霊長柴田武は音

　声とアクセントの観察を上村と共同で行なった。また，上村が書き改めた本文篇

　原稿の大部分と，解説篇の原稿とを通読し，上村に助言を行ない，また，索引篇

　の校正を行なった。室員徳JilSC賢は本文篇の校正剛りと索引篇の校正剛りとを通

　読して上村に助言した。同室の研究補助員白沢宏枝は柴田，上村，徳川とともに’

．校正を担当したほか，補助的な作業で上村を助けた。
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1琉球方言概説

1　名称と分布地域

　　　　1）
　琉球方言とは，奄美・沖縄・宮古・入重山の四群島に分布する諸方言の総称であ

り，琉球語，沖縄語，南島方言などとも呼ばれる。

　その分布地域は，琉球と薩摩の閻で行なわれた追星戦争（1609）以前に琉球王朝が

支配していた地域と一致する。奄美群島は慶長戦争以後，琉球王朝の支配を離れ

て，薩摩が直接支配するよ5になったが，現在の奄美群島の諸方言はやはり琉球方

醤に属する。奄美群島の北，土星綱列島の方慧については資料が乏しいが，語彙の

　　　　　2）
断片的な資料から，九州方喬に属するものと推定される。種子島，屋久島，口永良

部島などの方言は明らかに九州：方言に属する。

2　本土方言との関係’

　琉球方誉は，話し手の数こそおよそ100万人に過ぎないが，北海道から九州まで

をおおう塞土方書と対立し，話し手約9千万人の本土方言とともに召本語を二分す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
る豊熟である。日本語が，方韻学霞まず本土方言と琉球方言の二つに分かれるこ

とは，今日ではすでに定説になったものといえる。両方言が祖語を岡じくするこ

とは，B．　H．　Chamberlain（1’850～1935），　E．Polivanov（1884？～1937），伊波普

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
猷（1876～1947）などの先学，服部四郎博士その他の人々の研究によって証明ずみ

であり，疑う余地がない。両方言の間には，音韻法劉に支持された，整然たる単語

の対応が見られる。

　しかし，両方言の差異はきわめて大きく，琉球方言に属するどの方言も，塞土の

どの方言ともまったく通じないほどである。琉球方言の分布する最：北端は奄美木嵩

本島の北端であるが，その北の海には大きな言語の谷が走っていると言えるのであ

る。

　琉球方言固有の特徴といえるもの，つまり琉球方言のすべてに共通し，本土方憲

には見られない事実を列挙するのは，研究の現状からしてむずかしいが，つぎに，

琉球方言の多くに共通し，本土方言にはないと思われういくつかの事実を，音韻・

文法。語彙のそれぞれについてあげてみよう。
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　まず音韻についてであるが，母音では，本土方言の短いeに対応する母音がi

（琉球方言の大部分），または一i（奄美大島黍島，’徳之島など）であること，本土方書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
の短い。に対応する母音がuであることがあげられる。子音の面では，先島（ただ

し与那国島を除⇔以外の地域のほとんどの方言で喉頭化をめぐる音韻的対立（母

音，半母音，鼻音に先立つ声門破裂音の有無による対立と破裂音・破擦音における

咽頭化無気有気の対立）が見出されることがまず注冒される。たとえば欝血方書

では，母音，半母音（」，W），音節主音的鼻音（N）の前で？（声門破裂音）と，（声門

破裂音のないこと）の音韻的対立があり，奄美大農本島の名瀬方器では，母音，半

母普（j，w），鼻音（m，　n）の前で同じように？と’の音韻的対立があるほか，τ〔t，〕：

t〔t‘〕，Z　｛｝〈，〕：k〔k‘〕，9　［tz］～〔t5〕：C〔ts〕～〔t∫〕という咽頭化無気音と有気音

の対立がある。つぎに，かなり多くの方書で標準語の語頭ハ行の子音に対応する音

が〔p〕または｛Φ〕であること，かなり多くの方言で標準語の語頭力行の子音に対応

する音が多数の語で［h］であり，そのことが〔p〕一→〔h〕という音韻変化を妨げる要

因として働いていることが注輿される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　文法の面では，活用する語の「終止形」と「連体形」の区風「已然形」と「仮定形（す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
なおち来然形）」との四丁が保存されていること，mに終わる「終止形jが相当多く

の下目に存在していること，またはその痕跡をとどめていることが注目される。終

止形の，このmという語羅はいわゆる陳述的機能をもつ（または，もった）もののよ

うで，標準語文語の「助動詞」の「む」との闘係が想定されるものである。本土諸方言

にはこのような語尾をもつ「終止形jは晃いだされない。’

　語彙の面では，日常的な基本語の中で，琉球各地の方言に見いだされ，かつその

対応形がいまのところ黍土方言に見当たらないものの代表的な例をあげれば，次の

ようなものがある。なお，例として出すのはすべて首里方欝の形である。

　tiida⑪［七だ3（〈＊teda）太陽　　kuuga⑪（〈＊koga）卵

　，wiki一（〈＊beke）男の（’wikiga⑨［ゑけが］男。．’wik圭i①［ゑけり］妹または姉から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　　見た兄または弟）　　Qkwa①（＜＊kora？子等？）子　　？waa⑪豚

　gu學il（u⑪城

　M：orris　Swadeshが言語年代学のために設けた基礎語彙表の200項によって首

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
里・名瀬・鹿児島。東京の四方書間の一致率を調べると，次の表となる。
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陳一言睡鴨方司出方蓄
醒方剖 7e．g　1 ，2．2　1

84．　7

名瀬方司 ，，．o　1 72．2　1

鹿瀬高訓 85．i　i

　この結果に基づくと，第一に名瀬と鹿児島とはいずれも東京と首里の中圏に位置

するものではないこと，つまり十型と鹿児農，首里と名瀬とがそれぞれ一群（すな

わち末土方書と琉球方言と）をなすものであること，第二に名瀬と首里との差が東

京と鹿児玉との差に匹敵するほど大きく，したがって，あとで述べるよ5に，琉球

方壽内部の差も予土方言内部の差に匹敵するほど大きいものであることがわかる。

　両方言が，いつ，どこで，どのよ5に分岐して別々の方言となったかは明らかで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le）
ないが，分岐は少なくとも8雛紀以前に起こったろ5と判断される。その理由は，8

世紀の奈良の日本語よりも古いと思われる特徴が現在の琉球方言の一部に保存され

ているからである。今霞の宮古・八重山諸方言のbは塞土方言のwに，また，与那

職島方言のdは，本土方言の」（ヤ行の子音）にそれぞれ紺応ずるが，このbとdと

はそれぞれwと」よりも古い時代の音価を伝えているものと思われる。

　bの例（入璽由石垣市）

　　「わた（腸）」〔bada］，「ゑひ（酔）」［bi：〕，「みる（坐る）」〔b’iruN〕，「を（苧）」〔bu：〕

　dの例（与那国島祖納）

　　「や（屋）」〔da：〕，　「やむ（病む）」〔damuN〕，　「ゆ（湯）」〔du：〕，　「読む」〔dumUN〕

　また，語頭のハ行の子音は，8世紀の奈良ではすでに両唇摩擦音〔Φ〕になってい

たとされているが，喜界島の大部分，奄美大島本島北端の佐仁，与論島，沖縄本島

北部の多く，寓古・入重山の多くなど，多くの琉球方言が語頭のハ行子音に両唇破

裂音〔p〕を保存している。また，学部四郎博士によると，奄美大島本島の諸方言で

は，上代特殊仮名遣いにおける羅列の甲乙二類に対応する区Sljが一部不完全ながら

　　　　　　　11）
保持されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　12）
　こうして本土方言と琉球方言の分岐は8憬紀以前だと判断されるが，かと言って

分岐が紀元前数段隼以前にさかめぼるとはまず考えられない。両方言を比較してみ

ると，細部に至るまでよく似ておりジ本土に弥生：式文化が広まるはるか以前に分岐

した言語がこれほどよく似ているとは考えにくいのである。両方言の分岐はおそら
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
く紀元後あるいは紀元前の浅い世紀に起こったのであろう。しかし，両方言の分岐

と成立の歴史の解明は，まだ，今後の研究にまっところが大きいことはい5までも

ない。

　琉球方言と本土方言とが証本語の相対する＝：大方言であることに変わりないが，

現代の本‡方言の中では九州方言がもっとも琉球方言に近いもののように見受げら

れる。琉球諸方言における諸種のアクセントの型の統合のしかたは，九州方言にお
　　　　　　　　　　　　14）
けるそれとよく似ている。文法ではたとえば主格の助詞「が」（首里一ga，熊本一ga）

と「の」（首里一nu，熊塞一no）の使い分けかた，形容調語幹に「さ」の付いた名詞の

用法［感嘆文の文宋に述語のようにして用いる用法や，rおとろしさする（こわがる，

熊本）」，？ut耀usja⑨sjUN①（こわがる，首里）などの，「する」とともに用いる用

法コなどがあげられる。語彙の類似は相当多数にのぼるものと思われるが，基ホ語

の中では，たとえば讐または看を意味する「ッバ」fスパ」（首里piba⑪），耕地を意

殊する「がル」（首里haru⑪）などがあげられよう。

　琉球方言と九州諸方欝とのこのような類似が，爾方言がそれぞれ琉球列島と九州

　とに定着して以後の，一方から催方への欝用による類似によってのみ起こったとは

＝考えられない。両方書の類似はもっと根の深いもののように見える。あるいは琉球

方言と本土方言と．の分岐後，前者が少なくとも九州で用いられ，現在の九州諸方言

の鍵層（substratum）の形成にあずかったとい5ようなことが考えられなくはな

「い。

　一：方，琉球方言の基層の形成に霞本語以外の何らかの書語，たとえば南方系の言

語があずかったかどうかについても，本土方則の揚合と創立に確実なことは何一つ

　わかっていない。そのような基層が見いだされないだろうという保証もむろん無い。

　　　　　　」5）　16）．台湾のアミ語のtsida・z（太陽），　sima（青）などは琉球方言のtiida⑪（太陽），學iba⑨

（香，唇）とよく似ているが，これをまったくの偶然の結果であるとか，偶然の結果

　でないとか断言するまでには研究が進んでいないのである。

二3　琉球方言の下位区分

　　琉球方書の下位方言相互の差異の大きいごとも，また注目に価する。たとえば，

奄美大島本嘉の名瀬方言，挿縄本島の首塁方言，宮古島の平良方言，入重山群島与

郷国島の祖納方言の四者は，相：互にまったく通じないほど相違している。大体，大

．きな島ごとにかなり大きな差異が見いだされるが，同じ島内でも，たとえば沖縄本島
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北部と南部のよ弓にかなり大きい差異が見られる揚合がある。また，同じ島の中で

は部落ごとにさまざまの小ざな差異が晃られるのが通例である。交通の不便さと，

それによる政治・経済などの発達の遅れがこのよ5な大きな差異を生み，保存させた

原因であろう。琉球方書内部の差異の大きさは，本土方言内部のそれの大きさに比

べてまさるとも劣るものではない。

　琉球方言の下位区分に関しては定説がないが，最近の諸概究の結果を総合すると，

　　　　　　　　　　　　　17）
次のようになるかと考えられる。

　　　　　一奄美・沖縄方言群一
　　　　　1

疏球旛一i

　　　　　I

　　　　　l
　　　　　l一先島：方書群　　『

　　　　　L与那国島方言

　この分類は音韻上の観点（アクセン5を含む）を主とし，それに文法・語彙の観点

を加えて行なったものである。主要な点を述べれば，まず，奄美・沖縄方言群は，

語頭のワ行の子音にbが対応しない点，および動詞の「終止形」が「連用形」と「居り」

に対応する動詞との複合によって形成される点で先島方醤群から区別される。与那

畑島方書は語頭のヤ行の子音にdが対応する点で他の方言から区劉される。奄美・

沖縄方言群の内部では，奄美大島本島方言と徳之島方書とが本土方言の短い栂音e

に対応する茎を有する点で他の方言からまず区別され，次に，残りの方言中，喜界

島方醤，沖永良品鶏方言，与論島方言，沖縄北部方言が，「太」「毛jr風」などの一群

の語の語頭の力行の子音にhが対応する（その条件不明）点，語頭のハ行の子音の唇

管的性質（〔p〕〔Φ］）が比較的よく保たれている点で沖縄南部三二からも上記され，
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一喜界島方言

一一
t?大鵬旛［撫：鷺雲：

一徳之農方言

一沖欄島旛［護籍

一与論島方言

一沖縄北部方言（国頭方言）

一沖縄南部方言

　　　　　　　　　　一宮古：本島：方欝

一宮古群島方言一一一一伊良部島方言

　　　　　　　　　　一多良間島方言

一骨鋸山群農方言



奄美大島本島方毒および徳之島方書からも区別される。

　沖縄北部方言と沖縄南部方言との境界は旧国頭郡（山原地方）と旧中頭郡との境界

　　　　　　　　18）
に等しいどされる。伊平屋・伊是名両島の方響と伊江鼎の方言とは北部方言に，久

米島の方言は南部方言に属するもののようである。また，久高畠の方雷は方言の農

　　　　　　　　　19）
をなしているという。

　首里方轡と那覇方雷とはともに沖縄南部方言に属するが，アクセン1・を異にする。

沖縄南部方言には首里系のアクセントを持つ方書と那覇系のアクセントを持つ方言

とが見いだされる。

注

1）　ある岡系の欝語（方言）を新……方言」と呼ぶかあるいは「……語」と呼ぶかにつ

　いては言語学上のはっきりした規準はなく，むしろ民族上の問題である。この

　観点からすれば，瑳在の琉球諸方書を，その本土方言との差異の大きさにもか

　かわらず琉球方書と呼ぶことは不適切ではないと考えられる。また，「沖縄」と

　いう名称はしばしば沖縄塞癌または沖縄群島だけをさすから，ここでは沖縄方

　言という名称をとらずに琉球方需とした。

2）　敷根利治「宝島方言集」（雑誌「方言」第2巻第1号）など。

3）東条操「方言と方言学」（1938）

4）　Basil　Hall　Chamberlain：　An　Essay　in　Aid　of　a　Gxammar　and’

　Dietionary　of　the　Luehuan　Language（1895）

　　Evgenij　Polivanov　Dmitrievich吉町義雄訳r疑琉語比較音韻論」（「方言ji

　　　第4巻第10号）

　　男波普猷：「南島方舞史考」（1934）実収の琉球方霧閾係諸論文その他。

　　脹部四郎：「駈歩語の系統」（1959），「言語学の方法」（1960）所収の琉球方壽関、

　　　係争論文，r琉球語」（r世界言語概説」下巻1955）その縫。

5）仲宗根政善「琉球方蚕概説」（方器学講座第4巻1951），月艮部四郎。上村幸雄ら

　徳川宗賢「奄美諸島の諸方言」（九学会連合奄美大農共闘調査報告書F奄美11959＞

　その他を参照。なお，短い母音が，例外的な語を除いて，i，　a，　Uの3個とな

　るのは琉球方醤全部に共通する事実ではなく，沖縄群島，喜界島の大部分，沖

　海門翻島，与論島，与那国島その弛に見られる事実である。

6）動詞の「終癒形」が「連用形」と「居り」に対応する動詞との複合によって形成さ

　れるのは，主として奄美群島と沖縄群農の諸方吉に見られる現象で，琉球方書

　全体に及ぶ現象ではない。また，購もろ」では，r連用形」とr居り」に対応する

　動詞との複合は，本土の西日末諸方言と同様に，一般に現在の進行を表わして

　いるようである。外間守善「心慮文献にあらわれた琉球方誓の動詞」（「国語学」i

　41号）を参照。

7）服部四郎「奄美大島諸撃方欝の勤詞・形容調終生形の意義素一E（「言語学の方法」、

　エ960）その他を参照。
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8）　音韻の章の潅6）（57ページ）を参照。

9）　服部四郵・上村幸雄・徳lq宗賢「奄美諸島諸方言の書語年代学的調査」（九学

　会連合奄美大島共同調査報告書「奄美」1959）による。

10）　もちろん，「分鼓」後も琉球方言は本土方言の連続的または断続約な影響を受

　けたであろうと察せられる。

11）服部四郎「日野語の系細1）一研究の方法一」（f日本語の系統」1959）

12）宮酋群島諸方書では，本土方言の細段活用」動詞に対応する動詞の聴馬形」

　「終歪形」漣体形」の三著が岡形であり，本土方言のf連用形jの形に対応する

　ように見受けられる。仲宗根政善「琉球方言概説」（方言学講座第4巻）を参照。

　また，琉球方言動調の活用には，単独で用いる「束然形」，「n1語尾の終止形」，

　Chambevlainのいわゆる「短縮形（apocopated　foτm）〕など，きわめて興味

　深い形が多くあり，これらの形の由来，およびそれと標準語文語の各活用形と

　の関係を説明するには，文献以前の日塞語の状態を想定して見た方が説明しや

　すいように思われる。

13）　服部四郎博士は言語年代学の方法を援用しつつ，誉里方言と京都方醤の分岐

　の年代を約1450隼罪ないし1700余年葡（すなわち3世紀半ばから6世紀はじ

　めまでの聞）と測定した（「疇語年代学毒すなわち『語彙統計学君の方法について

　一軸本組語の年代一」雪語研究26・27号）。また嚴部博士は琉球弓弩の本土方

　言からの分岐を弥生式文化の南漸とともに起きたのではないかと想定している

　（「訓導語の系統」古事詑大成言語文字篇所収，1957）。

14）土村幸雄「琉球諸方審における『1。2音節名講のアクセント概観」（国立国

　語研究所論集1ヂことばの研究」工959）参照。ただし，この論文の調査資科の中

　には，一二の方欝に誤った観察による記述があることがあとで見いだされた。

15）　アミ語の例は服部照郎「露本語の系統（3）」（「丁丁語の系統」1959）に引用されて

　いる「原語による台湾高砂語族伝説集」巻末語桑表からの例から。

16）、tiida⑪（太陽）の語源に闘しては，インドネシア系となす説，　r照る」と同根

　とする説，「天道：」にさかのぼるとする説の三つがあるようである。上村孝二氏

　は「九州琉球方言の語彙2　南九州」（方雷学講座第4巻）で土二三列島二二に太

　陽を意味する「天道」系の語が存在することから，「天道」説をとっている。

17）　この分類学奄美群島に間しては九三会連合奄美山岡調査の成果によった。

　沖縄本島に関しては，仲宗根政善「琉球方言概説」（方言学講座第4巻）に，宮古

　群島に関しては仲宗根政善の同書およびサムエル。H　’・　dt村「富古方言音韻論

　のr考察」（「羅語学」41号）による。入重山群島方醤はさらに多くの方器に分か

　れるが，どのように分かれるか不明。波照闘島方言は局方町中の他の方欝から

　際立って異なるという。また，奄美大島本島北端の佐仁些些と，華甲島北端の

　小野津方言どは，ともに周囲の方言に対して著しい方言の島をなしている。奄

　美大鵬取島属鶴の加計呂麻島，与路島，請島の方書はいずれも奄美大島本島南

　部：方言に属する。

18）　仲宗根政善「琉球方言概説」（方言攣講座第4巻）による。

19）　岡島で調査された服部四郎博士の談話による。
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9首里方書の輪郭（付．例文）

　首里はかつての琉球王国の首都であり，琉球列島における政治・文化の中心であっ

た。伝説では天孫氏が馬陸を開いたとされているが，そのあたり一帯，すなわちもと

の中山地：方の中心地は首里の北西にある浦添であり，首里がいつ開け，中心地がいつ

首里に移ったかははっきりしていない。

　沖縄は，14世紀まで，F按司」「世の主」などと称せられた群雄の割拠する時代が続

き，14世紀から巧世紀の初めにかけて北釦，中山，南山のいわゆる麓山対立時代と

なった。それぞれの勢力範囲は，北山が大体いまの野馳地方，中山が首里と中頭地方

（上方），それに斯界の東海岸地方（東方），爾山が島尻のいわゆる下方地方であった。

1406年に中山に属する俊敷の桝目であった尚巴志が首塁に攻め入って中山を乗っと

り，1ぎらに1416年に北山を，1429年：に南山を減ぼして全島を統一した。」以後は奄

美・先島などもすべて中出に入貢するようになったので，首里は琉球列島全体の政治

と文化の中心地となった。のち，尚真土の時代（1477～1526）に中央集権制が敷かれ，

地方の按司およびその家臣たちが首里に集められ，また，奄美，先島とQ関係も朝貢

関係から統治関係に変わったので，首里は名実ともに琉球王国の首都となった。

　17世紀にいたり，鶴津の琉球入り（1609）によって奄美は薩摩に奪われ，首里王府自

体も島津の厳重な監督下に置かれて，琉球は事実上島津の属国となった。明治維新に

より，1879年に沖縄累が設けられ，那覇にまず琶かれた内務省串張所が県庁となる

にいたって，首里の門戸として交通・経済などの面で発展して来た那覇が，政治の上

でも首翌にとってかわることとなった。第二次大戦で首里は手痛い破壊を受け，現在

では発展した那覇市に合併されて，那覇市の一部になってしまったi）

　こうして首里方言は，明治の廃藩まで，琉球方言中もっとも有力な位置を占め，奄
　　　　　　　　　　　　　2）
美を除く琉球刻島全体の共通語であり，また琉球列島全域を通じての文化語であっ

た。廃藩以後，学校教育によって本土方言の標準語が次第に普及し，現在の琉球列島

の共通語はもちろん標準日本語であるが，一方，首塁方言が琉球方言を代表する方言

として考えられていることは今臼でも変わりがない。また，那覇方言は，アクセント

と音韻・語彙などの一部の点を除いて首里方言によく似ており，首里方言に準じて通
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　　　　　　　　　　1）
澱　首里方言の音韻と表記法

1母音音素

　母：音音素は次の5個である。

　　　i，　e7　ae　o，　u’

　　　　　　　　　　　　　2）
　発音のしかたは大体標準語のそれに近いが，uは円唇面音であり，　oは標準語の

それと岡じ，ないし，わずかに広めである。

　5ち，eと。とはきわめてわずかな例外を除き，いつも，長い母音として，または

N（はねる音）かQ（つまる音）に先立って用いられる。すなわち，短いe，oはeN，

eQ，　ON，　OQとなる揚合のほかには，ほとんど用いられない。俗に首里方言が3母1

音であると醤われるのはこのことである。

　短いeとQのきわめてわずかな例としては次のものがある。

　　短いe……haberu⑪（蝶），　saNbeku⑩（三百。ただしsaNbjaku⑨ともいう），

　　　　ruQpeku⑨（六百。ただしruQpjaku⑪ともいう），？ane①（あれ。ほら。

　　　　感動詞），？une①（それ。ほら。感動詞），　menumenum⑨（めえ。由羊を

　　　　呼ぶ声。擬声語），’eisaa⑪（七月踊りの際のはやしの文句。またそのはや

　　　　しの入る歌や踊り），sieigwag呈eisaa⑨（七月踊り。前項との複合語），

　　　　hei①（おい。感動詞）

　　短い0……？OhO？OhoG）（ごほんごほん。咳の声。擬i声語），　bOroNboroN①（つ

　　　　づみの音。擬声語），horohoro①（衣ずれの音。擬声語）

　このように例外の多くは感動調か擬声語であり，それ以外で，しかも変わり語形の

ないものはhaberu⑪（蝶）の一語のみである。このhaberu⑪は文語にはhabiru⑨

という形もある。

　eQ，　OQの例もきわめて少ない。

　　eQの例∵一gweQtai⑪（ぬかるみ），　ceQkUNsiN①（接貢船。中騨への進貢船

　　　　を迎えに行く船）

　　OQの例……COQCONgwaa⑪（笹鳴きする5ぐいす）

　eN，　ONの例はかなりあるが，擬声語や中国語からの借用語に多い。
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rv首里方
　　　　　　　1）

言の文法

　以下に文法として述べることは，辞興を利用するために必要な限りの動詞・形容

詞・連詞の形態論的な構造にとどめる。

1動　詞

　（1）　勤講の活用

　　①規劉動詞

　　　　動詞の活用形の例として，たとえば動作性の意志動詞の中から’junUN⑨

　　　「読む」について「…する（肯定普通態現在の「終止形」）」とい5形と，「…しな

　　　い（否定普通態現在の「終止形」）」および「…して（普通態の「分詞」）」という形

　　　とをあげると，次のようになる。

　　　　　，junUN⑬（読む），，jumaN⑥（読まない），，judi⑨（読んで）

　　　　首里方琶の動詞の諸種の活用形や派生形式は，不規則勤調を除き，この三つ

　　　の形を知ればそれから類推することができる。したがって，本文の規則動詞の

　　　見出し語にはこの蕪つの形だけを示した。たとえば，

　　　　　，ju＝nUN⑥　　 （他　 ＝maN，　　＝di）

　　　とあるのは，この三つの形が，junUN⑨，，jumaN⑪，，3udi⑪であることを

　　　示す。

　　　　この三つの形に含まれている’jun一，，jum一，，jud一を語幹と呼ぶことにし，

　　　服部四郎博士に従って’jun一を連用語幹，’jum一を葦本語幹，’jud一を音便語

　　　　　　　　　　　　2）
　　　幹と呼ぶことにする。この蕪つの語幹｝ま宋躍の子音がn，111sdのように交替

　　　している。tt

　　　　つぎに，，junUN⑪にならって首里方書の規則動詞のすべての型について「…

　　　する」「…しないjr…して」の三つの形と，ほかに「…し（いわゆる「連用形」）」と

　　　をあげると次のようになり，首里方言には次の14種類の規鷺動詞が認められ

　　　ることになる。語幹宋の交替する部分をゴチックで示す。
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（ ）の中は接尾的な成分や助詞などが見出し語となる揚合
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凡 例

（1）見出し語の形

　　単語（最小自由形式）を見出し語とすることを原曲とした。したがって，複合語も

　独立の見出し語として扱われている。慣用句の中でしか用いられない形は，（句）と

　してその慣用句を見出し語の中に加えた。また，単語より小さい接頭辞，接尾辞な

　どの付属形式は，接頭的なものはその末躍に一（ハイフン）を付け，接尾的なものは

　その初めに。（ハイフン）を付けて見出し語の中に加えた。ただし，同じ形が単語と

　しても，また付属形式として接頭的あるいは接尾的にも用いられる雲合には，単語

　として見出し語に出し，その接頭的あるL・は接尾的な用法は，意昧分類の中で示し

　た。その場合，見娼し語に付けたアクセント記号は，その形が単語として用いられ

　た場合のものである。

　　また，助詠ま種々の贔詞に付く文末の助詞と，間投的な助調とは一（ハイフン）を

付けないで，その他の助詞は初めに一一（ハイアン）を付けて，見出し語としてある。

　　変わり語形や，活用する語の活用形・派生形については，次のように扱った。

　①貴族・士族の成年男子の発音である9，筋多，sjは，その他の人びとの発音

　　では，それぞれ規Rlj的にC，　S，　Z，　Sとなるが（解説篇参照），前者の場合のみを

　　見出し語としてかかげ，後者の校合を見出し語としない。

②三jUNで終わる動詞（たとえば？ukijUN＠「起きる」，？ijUN①「入る」）はすべて，

　　i量N（たとえば？ukiiN⑰「起きる」，？iiN①「入る」）ともいうが（解説篇参照），こ

　　れらの動詞はいつも，ijUNで終わる形だけを見出し語としてかかげる。

　③nUNで終わる動詞（たとえば’jUHUN⑪「読む」，聡U獄N⑪「飲む」）は，

　　sinUNee（死ぬ）1語を除き，すべて，　muNで終わる（たとえば’jumUN⑨r読

　　む」，numUN⑨「飲む」）こともあり，また，古風な発音では恥3uNで終わる

　　（たとえば’jUMjUN⑪「読むJ，　numjuNth「飲む」）こともあるが（解説篇参照），

　　これらの動詞はいつも，nUNで終わる形だけを見出し語としてかかげる。

④活用する語（動詞・形容詞・連詞）は，その肯定現在（動詞の六合はその普通態）

　　のいわゆる「終止形J（解説儲参照）のみを見風し語とする。ただし，肯定普通態現

　　在の「終止形」を欠く動詞（たとえばteewa①「お食べ」，　taboorien「’下さいjの

　　よ5に命令形しかない動詞）はこの阪りでない。
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？a，一a

？qa①（感）ああ。物事に深く感じた時発す

　る声。

2aa⑥（名）泡。？aabukuともいう。．～nu

　taCUN．泡が立つ。

？aa⑨．（名）安和。〈（地））参照。

2aa2aa①（感・副）ああああ。ため息をつ

　くさま。～sjUN．ああああと嘆陣する。

？aabaasaaもaa＠（副）ぺ．ちゃくちゃ。とり

　とめもなくしゃべるさま。～munu，ju－

　nUN．ぺちゃくちゃしゃべる。

2εヒabuku⑨（名）泡。あぶく。

．？aaci⑪（助詞的に用いられる）岡時に。

　〈？aasjUN（合わせる）。？ieu寧itu～．行く

　のと同時に。？ju麟tu～．言5．のと同時に。

？aach・ahja「acira⑨（副）ぺちゃくちゃ。

　べ．らべら。とりとめもなくしゃべるさま。

　～munu’junuN．ぺちゃくちゃしゃべる。

2aagu獣u⑪（名）かくれんぼ（kwqQkwi－

　Ndoovee）で，隠れた者を捜しttlせずに鬼

　が降参す．ること。また，その降参する時に

　言曾うこと｛ま。鬼力ζ？εしaguuruと叫ぶと，

　隠れた子供たちが現われ，鬼にお辞儀をさ

　せてから，やり画す。

？aahjaNgaree⑥（感）短気を超こした時な

　どに発する声。ちくしょう。

2aamjuN⑨（自＝raN，＝ti）　合5。．計算が

　合う．・時計が合うなどの意では，新しくは．

　？atajUNを多く用いるようになった。

　？umu　hujaa？jaahwisjatu？aajumi．そ

　の靴はおまえの．足1こ合うか。saNminoo

　？aaもoomi．計算は合っているカ㌔

？aaka＝sjuN⑨（他＝saN，＝ei）割る。i裂く。

　零す。また，調れ葭を入れる。

2aakecg．uu⑪（名）とんぼ◎

2aaki⑨（名）裂げ冒。割れ目。ひび。すき

　ee．　hasi’runtt　一vl〈ara　suumi　sJ’uN．　ee

9
9
，

　戸のすき間からのぞき賦する。hwiiraaja

　haajanu～nakaiN，U漕．ごきぶりは柱の

　讐響れ冒にもいる。

2aakii⑪（名）組踊り用語。愁嘆揚。親子

　兄弟の劉離。再会などで，感情が高まる揚

　濁。？aki？ieaga　najura．．（ああ，ど5な．

　ることか），？ald？imiga，3aju撒．（ああ

　夢ではないか）などの？akiを，．地謡が畢

　．く弓1き延ばして歌うのでこういう。

2aaki＝juNew（富＝raN，罵嫉）　θ鶴れる。

　裂けて離れる。また，ひびが入る。裂け欝

　ができう。？icanu　kariti～・板が重古れて

　害ilれるQ　Mtll”aziNllli　sja學iga，？il〈ugi－

　nUNkai？aakitaN．村の協議をしたが，

　慧見がいく．つにも到れた。◎器行が食い違

　う。つじつまが合わない。矛盾するσ．

　tai．ga　？」’uru　kutubanu　？aakitooN．　．S　tt

　りの簿うことばは矛脱している。？ariga

　？juru　kutoo？atutu　saeitu　caa～．彼

　の言う．ことは前とあとといつも食い違

　う。

♀aamui⑪（名）泡盛。普通は単にsakiと

　い5。

？aaQea⑨（名）？aQea（歩くことの小児語）

　と岡じ。

？aaraNcee⑪（名）麻布のT一・種。さらして

　ない無地の麻布QbiNgata［紅塑］や？ee職

　gata〔藍型］などに加．摂する前の布。

？aaraNkaa⑨（名）飾り気のな．い人6あり

　のままで遠回のない人。？aree～ijaku一・

　tu，　maQteebaNdi　？ieee　maQtooba　’3aN．

　彼はありのままの人だから，正薗：といえば

　正直だ。

？aa・aan（名）e海草の名。青のりの一一・Pt。

　あおさ。わかめのようにして汁の実などに

　する。moo？aasaと区別して？umi？aasa



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































索 弓 篇

ピ
唇
．

使用上の注意………・・一…・・…一………一・一………611～614

索　　　　　　　二上・．…　．一・・・・・・・・…　■一・・・・・…　t・・■・一・・・・・…　一・・・・・…　615～816

配 U　 順

あ
61s　1　Ls　624　i　5

か 652

633　1え638　iお 639

さ
ご 664　　く 671　け　　676 》

」
679

さ
6SS　1し

　　1
694iす710せ713そ
　　F

717

た
720　1　｝，

728つ　7311て
　　　　　　　　　i

735

な 746　　に 750　　ぬ　　　753 ね　　　754

ま‘
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付 録

　　　　　首里方言読みによる

　　　　　　　地　　名　　一　　覧

1　沖縄旧行政区画名・島名一覧……………………………………819

a　発音・文字別一覧………………………………………………819

　b　行政区域別一覧…………………………………・・…・…………843

2　琉球列島主要島名一覧・・一……一…一一…………・9一……847

3　日本本土および外国の地名………………・一………………・・一848

4　地　図………………6・・………………・・…・……………・・一……850

a　旧首里

b　沖縄本島とその周辺の山岳・河川・港湾・岬など

。　沖縄の旧行政区画

d　琉球列島

817
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